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第 1表 パ 1)大都市閣のニュータウンの土地l;~fjif: (1990:q:.) 
ニュータウン名
コミューン数 話 l.~jiíimfl't ニ!二Jil!S(1~r 1m f]'[ 土地売却時の
( 1983年IlW:，点) 三I，.J句j二Jil価格
ha ha フラン1m2
ユニヴリー 4 3.023 2，038 10.09 
セルジー・ポントワース 1 8，073 5， ]95 14.73 
マルヌ・ラ・ヴァレ 21 15‘000 5、941 20.55 
i‘9451 ) 
(ムラン・)セナール 10 1]‘876 4‘842 9.14 
サンカンタン・アン・イヴリンヌ 7 6.890 4，125 12.77 
/1L 3 53 1¥4.862 24.086 13.04 
1)ユーロディズ、ニーランドのfFj地. 資料:Se仁relariatclu groupe cenlral 













第 1密 J'¥ r}大都市!歪!のニュータウンと将来計掛け992:i'j:) 
























(1990年)しか右さない.フランスの 9つのニュータウン人仁1，847、046のうち パリ大都市i習の 5
















第 2表 パ 1)大都市!習におけるニュータウンの建築状況
1J 宅建築戸数 住宅の茸P\~~ (%) 
I -1975iF 12Ji 1ル 80iド 1981-85il: 1986-9昨 190ije1川、IJlu jl~l 人wとネ Jもち家本
8.350 6.898 5.072 4町095 2，1. tJ15 23 60 
13，126 12‘086 10‘788 9.723 45.723 tJ6 59 
8.593 13‘217 12.，126 7‘689 -11.925 26 57 
5、tJ33 8‘35tJ 8‘tJ8tJ 6.730 29，001 62 63 
16，194 12.850 6，688 7，442 43，17tJ 37 61 




|コミューン数人口(1968年)人1( 1 990:q: ) Iコミューン数人1-1(1州三) 人11(1州三)
、5 9，430 75‘836 8.258 73.343 
15 53.445 173.268 1I 11‘566 158，575 
21 85‘5-16 203.980 2611 86.353 209，221 
18 65，709 160‘087 10 17可195 81.725 
I1 -11.tJI5 191.108 7 2-1.691 128，694 
70 255‘5tJ5 80.1.279 58 178.066 651.561 
11ユーロデイズ‘ニーランドHJJ也と 5コミューンを加えである. 資料 人1センサス他
第 4表 パリ大都市閣におけるニュータウンの雇用者・就業者
雇用者 雇用者/
ニュータウン名 u揚j也IRHt1fl!t オフィス面積 就業者 J)
1968if 1990年 就業者平
ha ha 人 人 人 % 
エヴリー 277 53.0 1.500 35.000 33.000 1.06 
セルジー・ポントワース 437 59.4 15.000 72.000 72‘000 l.00 
マルヌ・ラ・ヴァレ 427 91.8 25.000 64.000 93.000 0.69 
(ムラン・)セナール 258 5.7 2.500 21. 000 35.000 0.60 
サンカンタン・アン・イヴ 1)ンヌ 473 81.3 7.000 52.000 59.000 0.88 
よfコ』 1‘872 291.2 5] .000 244.000 292‘000 0.83 
1 )tf話十 資料 Secretariatgをneraldu group central 
des viJles nOllvelles 
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雇用者/就業者率を表出している.
























が流れている.パ 1)大都市圏内5つのうち 面積は最小である. 1965年のパ 1)地方のマスタープラン
によって建設が決定した.引き続き 1966年 7月に，エヴリー・ニュータウン整備調査団 (MEA)が
創立し，翌年，現地に調査i軍事務所を開設し，本委員会が中心となって，現地調査を進め， 1969年4
月にエヴリー・ニュータウン整備公社 (EPEVRY)が創立し，工事に着工した.本公社は，また，土
地取得とすべての計留を実施するために公的な計画機関に移行した. 1971年 6月に ニュータウンが
立地するエソンヌ県の県庁が当地に移転した.同年，最初jの住宅が完成し，「ゼラミット〉と H乎称さ
れる共同住宅には1975年に入居がはじまり 産業地区には工場の進出が開始した.他のパリ大都市圏











第2図 / ¥ 1) 南部ヱヴ 1)一・二二Lー タウンのj三必j也/x:
( EPEVI~Y の資料に主ISづいて作成)














第 3図 J¥リl*，j交じエヴ 1)一・ニュータウンの「アゴラ」 地区 (1994if)
i Office clu Tourisme de I'AgglolllとralioncI'Evry (1993)とJ}U也調子医(1994il~ 
¥ 7)j)による
る公共機関の 1=こi紅色:{'n機能と在、企業のq二l右足骨:{W，機能)，第二にはサービス機能(ショ y ピング七ン
ター・公共ホール 1書館等)そしてi吉報交換の場としての機能を持ち備えたものである. したがっ
て，今までパ 1)にしか存在しなかったお次な機能を有する誌協設(大規模なショ yピングセンター・
劇場・大学等)を計掘し， しかも，エソンヌ l!?Jの ~!r~r"J二を当地に移iJ!えさせたのも，行政機能の集績を
161したものであった.
本ニュータウンの新しい在IS'di f'¥t iU1Iの試みとしては rアゴラ (Agora)J 地 I)(~ という新しい空間を創
造することであった. ラテン此肢が長いJi主史の1=コで， N)IJ常j支な都心を創造してきたことにより，この
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は密であり，首都会、行*I~J (R. E . R . ) ・県庁・商業センターともi持接している. 120 、 000m 2の ;~I IjJ を有
するアゴラ地区では 遊歩道が諸施設を結びつけ その沿道にはi喫茶)，i~ ・レストランが;並んでいる.
アゴラを構n\(:するものは公共ホール，大学，図書館，量I~i史 j尋，スケート j坊・ボーリングj詰・プールな
どの運動・余Ill~施設 劇場 アゴラ広場 託児所，そしてショ yビングセンタ一等である
国-3 エヴリー・ニュータウンの生活空間
エヴリー・ニュータウンの空間を構成する基本的骨格は， X 71;:1:)¥からなり，その基本引に従って，
諸施設が配置されている. X形状の最大のものは長さ約 4k11と1.5k11の 2本のr/ilhを組み合わせたも
のであり，その分流においても， X形状の基本型が採用され 200mと.100mの長さのil!からなる小規
















































エヴリー・ニュータウンは， I~IJ 述の通り， 4つのコミューンに広がり，それらは地区と本稿ではi呼
















の全人口の34.9話は 20才以 iごである.この高卒は，工、ノンヌ県のそれ (28.6%)やイル・ドゥ・フ
第 5表 パリ南交じエヴ 1)ー・ニュータウンの地区別人仁i変化
人 1 人 I I  ì~l ~町行 人IIWIJJIド不 I 人口fド変動数
j色K名 ト一一一一一一一一一一一一-i1会情 I WWIiJネ!日¥'J:.+ 死亡不 i一一一一一一一一一一一
1982年 199C年 .tNJI数;tI¥'t数 死亡数 ì~l r!~j\汚 I(1982/92年) ri然JNIJIl不 礼会冷却l'手
| 人|人 %1 %1 % %1 % % 
エウ 1)- 1 29.491 45.542 1 16.051 I 7 -178 1 .050 6.428 1 9句6231 5t1 .4 ;;.6 1 26. C ょ6 I 2.2 3.:l 
ケ Lクロニヌ 5.093 13.257 I 8.164 I 1..19ち 150 1 . 345 1 G . 819 1 160. l 12 . 7 1 :2:3. 2 2 .3 1 :2. 1 10 . 6 
リス 4.347 6.o70 1 2.5231 G30 135 495 1 2.0281 58.0 5.9 1 11.7 3.1 1 1.2 4.7 
ポンドゥフ vI 8.119 7 723 1 -396 1 679 12o 559 1 -955 14.9 1 -0.6 1 1.7 1.9 1 0.9 -1.5 
合計 .17.050 73.392 I 26.342 110282 1.'1日 8川 17.5151 56. () 1 5什 22 パ1.9 3.8 
(Les Cahi什お clerObscrv乱toirc.101. 1992による)
一一一一「
















また， 20~39オーまで、の背壮年層は ] 990年時点で約40泌を/iめるが， この佑も他の 4つのパリ大都
nfl丞iニュータウンのそれよりも上まわる.
「第四 1:イ'-tJといわれる高齢者をみてみると， 75-:-}'の全人口にIJiめる割合 (1990年)は，エヴ J)一・
ニュータウンではわず、かに1.4%であり，パリ大都市樹の2.2% イル・ドゥ・フランスの5.7%をはる
かにドまわる. とくにクルクロンヌ j色区 (0.6%)とボント、ゥフルj出区 (0.8%)では，その{出は~:し
く低い.t.Uこのように，エヴリー・ニュータウンの)詰住人口は若年層の卓滋性に特性を有している










liの国籍， 3 %がEC諸包以外の国籍)であったが， 1990年には10.7%(2.1%がEC諸国の国籍， 8.6%
がEC諸国以外の国籍)に達した.上記で、わかるように，外IJD人のうち EC諸国以外の国籍(とくに
アフリカ人)を右するものの人口が急j主にIi?大している
第 5闘が示すように，外国人の多い年令層は， 1990年現在，とくに 0-14才， 25-39才，そして40
日フランス入
閣外国人
??????????? 。 5.000 10.000人
第5図 パ 1)南交1エヴ 1)一・ニュータウンの年令，フランス人・外i韮人~Ijの人仁i ピラミッド
(Les Cahiers de I'Observatoire守 N0 J， 1992による)
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第 7 表が示すように，ニュータウン内で、就業比率が呉なる.肉体労働者には，地区 I~I~差異がなく，
第6表 パリ砕j郊エヴ 1)ー・ニュータウンの年齢別・職業別比率 (1990年， %) 
年齢階級
lj能 業 全体
25~39 40~49 50~59 60U、j二
熟練・未熟練労働者 7.0 14.4 6.3 5.5 8.3 5.1 
肉体労{到す?? 13.0 16.3 12.9 1 .1 15.6 8.3 
事務労働者 29.2 45.7 31.0 23.0 21.0 28.3 
技術者 17.2 12.0 17.5 18.4 17.2 1l.4 
rjJ級官翌日者 9.7 4.3 10.8 10.4 7.7 7.5 
高級管理者 18.7 2.8 16.9 25.5 23.5 26.8 
自営業・その他 5.3 4.5 4.6 6.1 6.7 12.6 
回答者を得た28‘733人に関するもののみの資料. (Les Cahiers de I'Observatoire. 1992による)
第7表 パ1)I羽交じエヴ 1)ー・ニュータウンの地1:87JIとエソンヌ県，イル・ドゥ・フランス
地域における職業比率の比i絞 (1990年， %) 
肉体労働者 事務労働者 高級管理者
% % % 
13.24 30.25 17.97 
12.43 28.13 21.41 
13.46 27.07 16.36 
11. 95 25.84 19.85 
12.96 29.16 18.66 
13.70 25.50 20.10 
12.60 24.90 22.30 









































(Recensement general de la populalionより{乍成)
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とくに EC諸国以外の外国人失業i手は20.0%の1'，"'，'J し 1 不を示している.外国人の失業者ヰ:の地区 (I~jç::w
も阪若である.エヴ 1)一地 I><~ の外出人失業 gネが17.7% に宅り 外国人の少ないボンドゥフル地IXで
は，その1iMは4.1%で、ある. したがって，フランス全体の失業!日Hむもニュータウンにおいても深刻で
あり， Jj克仁!こ1 女 1"1:と外出入に失業訴不が!日J;十:で、あることに特色がある
i刊V一 3 j通並 j'j肘助iリ功;サj力1)1わ行J争豆手草動1泊bμσの)~特:;3寺、5♂引i子y:'シイ'1
フランスのニ Jユ-一夕 γウ7 ン建l支の I~日fヨiリ+材際、守禁号票:には 勿;託}iJ1命占 i時b紋波 tì七~J近丘 J妾を計計-同耐耐Ij汁すす一ることカf勺j2立!~1凶立芯!されていた. ヨ一
1ロコツパ人は，}?古i片くカか、らj織[肢訟L臼住i主:近J掠姿のj?官守1'白を有していた. たとえば， パリ市の場合， アメリカ fìtf~!fl や日
本の大都市にj/iれはしたものの，人口の7(:?liJ 1 t JJ~象が進行してきた.そのため， h~~tu告と就業地が分
離するようになり その通勤UliJltも年々 やpびる傾向にある.この減少に対処するためにも，上記のよ
うな職住近誌がニュータウン政策に採り入れられた


















1 )ス ]3.7 20.2 
ポンドゥフル ]5.2 .0 




1990il: ]982年 1 990ijC 
% % 
29.1 29.4 
13. 50.0 50.2 








1)エヴリー・ニュータウンがf¥i:泣するFiL. ( Les Cah iers de I 'Observ aloi re， 1990) 
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;j先業:する割合が， 1982年と 1990:f1三両年ともに30%をはるかに越える.それに対して 3地区の就業者に
関しては，ニュータウン内で就業する割合が低い.ただし，当該 3地区とも 1982年と 1990年を比較す
ると，ニュータウン内就業率がi高まりつつあり， とくにリス地区でその傾向が兄しリIJ，せる





る. 1可ニュータウンにj古住し他地域で就業する者のっち パリ'Icliに通勤する者は 16.0%になること
を加筆しておく




















































































エヴ 1)一・ニュータウンに限ってみても 1995年にはlWfilSI割急行*1i:J(I~. E . R . )の D線が郎通する
予定であり，パリ市都心部のシャトレ!収まで直結される.したがって，パリとの近終性は一層高まる
パ 1)大都-m'l習のニュータウンは， JJill~þ }.lT で、雇用;j:)υ兄からみても十分な I~!'5'r性を有していない.その
ためには，将来にわたって大都市パリの郊外における地域再編成核としてニュータウンを位誼づけて，
自立性を高めなくてはならない.
V.ライエがノ'¥1)大都市i惑の発展i141(第 9IhJ) と I~I際都市ノ'\ 1)の;1守来計画(第lOI;ZI)を発表している.
この二葉の図は，パリ大都市匿iは勿論のこと， EUの1寺代下でのヨーロッパをも視座に入れた将来{象




































































本杭は，文部省・科学研究費「仁n際学科:ÿMずしによる1îJf究課題「ノ f リ大都市!歪!の構造変存に l到する地PI!. ::NI~J
{iJf'j'e.Jの抗 2. q:泣いドJ.X:6 年度)の成果のー者じである.外務省文化交流部;・1'1: フランス日本 1~lq大使館， D. Lobry・
J. I3arilari jl日氏をはじめとするコ二ソンヌ県の方々，エヴリー・ニュータウン整備公社所長J.M. GuittardとB
Depresle iHj氏他の人々，そして茨城県mJl際交流訟の方々にもいろいろおi止話になった.同行した桜井明久・手
塚 1ft .村I.Li祐司・菊地俊夫各氏に感謝するとともに，現地の研究分担者であるJ.1<. Pitte (ノ¥1)・ソルボン
ヌ大学地J，'H学研究所・教J受)とJ.Robert (ノ¥1)・ソルボンヌ大学地理学研究所・助教授)両氏に謝辞を述べた
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L' etat actuelεt le futur dεs villes 
nou velles en Ile-de-France， le cas d' Evry 
Nobuo TAKAI-ASHI 
Le rapport est le resultat de notre recherche menee penclant la deuxieme annee. Notre 
recherche cooperative entre chercheurs japonais et francais (Professeurs Jean-I~obert PITTE et 
Jean I<obert) porte sur la transformation de la structure spati21le cl21ns la region p21risienne. Dans 
chacune des trois zones， c'est-a-clire 12 zone rurale cle la gr21ncle b21nlieue parisienne， 12 zone llrba-
nisee de 12 b21nliellc parisienne et la ville cle Paris， nOllS menerons cles enqlletes sur le terr21in 21fin 
d'escaminer leurs caracteristiques geographiques et leurs rδles [onctionnels. Notre visee pre-
miere est cle construire ln nOllve21ll modele spatial sur 12 restructuration urbaine recente dans les 
regions metropolitaines p21r le biais d'冶etuclescom川1ηpar命ativesavec la reと‘巴g
T、'i此山tre:Etllde geographique Slr la r周es計tructlω;九川Iリrationspati21le cle la Iγ局沿eglolη1p21lγ-isienne recherchee 
subventionnee p21r le Ministere de l'Edllcation Nationale dl Japon (Monbusho) penclant trois ans 
Cet article. qui faisant cles enqlletes en ] 994 cl21ns la ville nouvelle cl' Evry. prefecture du 
departement cle I'ESSONNE， a analyse sa strllcture regional par le caractere propre cles habitants 
et la structure de l'emploi， l'utilisation du so!' Ia relation entre cette viIle nouvelle et des regions 
exteriellres， son probleme a envisager cl21ns l'immediat et son futur 
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写真1 エヴリー・ニュータウンにあるエソンヌ県の 写真2 エヴリー ・ニュータウンの中心部「アゴラJ
県庁舎 (1984年)
(1993年，筆者縁影，以下写真40まで同じ).

















写真13 エヴリー・ニュータウンにおける建設中の大 写真14 エヴリー ・ニュータウンのヴァル ・デソンヌ
聖堂. 大学
写真15 エヴリー ・ニュータウンの住宅地区. 写真16 エヴリー・ニュータウンの個人住宅地区
91 
写真17 サンカンタン・アン ・イヴリンヌ ・ニュータ 写真18 サンカンタン ・アン ・イヴリンヌ ・ニュータ
ウンの都心地区. ウンの商業庖舗と住宅の混在地区.
写真19 サンカンタン・アン ・イヴリンヌ ・ニュータ 写真20 サンカンタン・アン ・イヴリンヌ ・ニュータ
ウンのショッピング地区. ウンの都心地区.
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写真21 サンカンタン ・アン・イヴリンヌ・ニュータ 写真22 サンカンタン・アン ・イヴリンヌ・ニュータ
ウンの都心地区ー ウンの池を伴った住宅地区.
写真23 サンカンタン ・アン ・イヴリンヌ・ニュータ 写真24 サンカンタン ・アン・イヴリンヌ・ニュータ
ウンの個人住宅群 ウンの工場地区
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写真25 マルヌ・ラ ・ヴァレ・ニュータウンの首都圏 写真26 マルヌ・ラ・ヴ7レ・ニュータウンのオフィ
急行 (R.E.R.)の駅前 ス地区.






写真29 マルヌ・ラ・ヴァレ ・ニュータウンの集合住 写真30 マルヌ ・ラ・ヴァレ ・ニュータウン内に建設
宅. された「ユーローディズニーランド‘」の入口
写真31 セルジー ・ポン bワーズ・ニュータウンの都 写真32 セルジー ・ポントワーズ・ニュータウンの都
心地区 心地区
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写真33 セルジー・ポントワーズ・ニュータウンの 写真34 セルジー・ポン トワーズ ・ニュータウンのオ
ショッピング地区の入口. フィス地区
写真35 セルジー・ポントワーズ ・ニュータウンの 写真36 セルジー ・ポントワーズ・ニュータウン内の
セーヌ)1沿いのオープンスペース. 公園.
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写真37 セナール・ニュークウンの市役所. 写真38 セナール・ニュータウンの個人住宅群
写真39 セナール ・ニュータウンの住宅地区. 写真40 セナール・ニュータウンに残された未開発
地
